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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第28期

第２四半期連結
累計期間

会計期間
自　平成29年４月１日
至　平成29年９月30日

売上高 （千円） 4,084,745

経常利益 （千円） 673,063

親会社株主に帰属する四半期純利

益
（千円） 463,316

四半期包括利益 （千円） 473,171

純資産額 （千円） 3,948,931

総資産額 （千円） 9,105,447

１株当たり四半期純利益金額 （円） 11.60

潜在株式調整後１株当たり四半期

純利益金額
（円） －

自己資本比率 （％） 43.4

営業活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） 900,575

投資活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） △110,375

財務活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） △494,941

現金及び現金同等物の四半期末残

高
（千円） 3,433,519

 

回次
第28期

第２四半期連結
会計期間

会計期間
自　平成29年７月１日
至　平成29年９月30日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 6.07

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

４．当社は、平成29年８月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。当事業年度の

期首に当該株式分割が行われたと仮定し、１株当たり四半期純利益金額を算定しております。

５．当社は、平成29年４月１日付で、当社100％出資子会社である株式会社レンタライズ及び株式会社ＣＴＳラ

インテックへ当社のハウス備品事業及び環境保全事業の全部を吸収分割により承継したことに伴い、第１四

半期連結会計期間より四半期連結財務諸表を作成しているため、前第２四半期連結累計期間及び前第２四半

期連結会計期間並びに前連結会計年度の主要な経営指標等については記載しておりません。
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２【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関連会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。なお、平成29年４月１日付で、当社100％出資子会社である株式会社レンタライズ及び株式会

社ＣＴＳラインテックへ当社のハウス備品事業及び環境保全事業の全部を吸収分割により承継したことに伴い、第１

四半期連結会計期間より当該２社を連結の範囲に含めております。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記

載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。
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３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

　当社は、平成29年４月１日付で、当社100％出資子会社である株式会社レンタライズ及び株式会社ＣＴＳライン

テックへ当社のハウス備品事業及び環境保全事業の全部を吸収分割により承継したことに伴い、第１四半期連結会計

期間より四半期連結財務諸表を作成しております。なお、事業構成において前事業年度との実質的な変更は無いた

め、前第２四半期累計期間（個別財務諸表）と比較した参考前年同期比を記載しております。
 
(1）業績の状況

　当第２四半期連結累計期間（平成29年４月１日～平成29年９月30日）の当社グループの主要顧客である土木・建

設業界を取り巻く環境につきまして、公共投資・民間投資ともに底堅く推移いたしました。

　このような状況のなか、当社グループにおきましては、平成27年３月期から平成30年３月期までの４ヵ年を対象

にした中期経営計画を策定し、その中核方針は、「システム・測量計測事業を中心に「建設ＩＣＴ」（※）分野の

専門企業として全国ネットワークを構築する」及び「レンタル取引を主体とした、現場代理人リピーター10,000人

の獲得を目指す」であります。この方針を基に事業を着実に展開してまいりました。

　当第２四半期連結累計期間の業績につきましては、主力事業の建設ＩＣＴ（システム事業・測量計測事業）にお

いて、新規顧客開拓等を積極的に進めたことに加え、i-Construction対応工事の需要拡大等により、受注が好調に

推移し、当事業の売上高は3,222,454千円（前年同期比21.4％増）となりました。

　利益面は、建設ＩＣＴ（システム事業・測量計測事業）への人員増加策による人件費の上昇及びi-Construction

に対応するための体制構築などにより、当事業の販売費及び一般管理費が807,448千円（前年同期比12.7％増）と

なりましたが、売上総利益が1,402,015千円（前年同期比24.5％増）と好調に推移し、営業利益も594,566千円（前

年同期比45.3％増）となりました。その結果、グループ全体の売上総利益、営業利益、経常利益、親会社株主に帰

属する四半期純利益ともに前年同期を上回る実績となりました。

　以上の結果、当第２四半期連結累計期間の実績は、下記表のとおりとなりました。

（単位：千円）

 

前第２四半期累計期間

（自　平成28年４月１日
　至　平成28年９月30日）

（個別）

当第２四半期連結累計期間

（自　平成29年４月１日
　至　平成29年９月30日）

（連結）

前年同期比

売上高 3,477,360 4,084,745 17.5％

営業利益 502,544 690,592 37.4％

経常利益 476,986 673,063 41.1％

(親会社株主に帰属する)

四半期純利益
354,892 463,316 30.6％

 

※．建設ＩＣＴ（Information and Communication Technology）

 

　セグメントの業績は、次のとおりであります。

＜システム事業＞

　当事業につきましては、システム機器及びアプリケーション等のレンタル・販売に関して、新商品・サービス

の拡充等による営業活動の強化、新規顧客の開拓等を積極的に展開した結果、受注を順調に確保することがで

き、当事業の売上高は1,555,689千円（前年同期比17.6％増）となりました。利益面は、中期経営計画に基づく

全国ネットワークを構築するための積極的な人員増加策に伴う人件費の上昇などにより、販売費及び一般管理費

が増加いたしましたが、売上高の伸長により売上総利益が増加し、セグメント利益（営業利益）は334,080千円

（前年同期比42.2％増）となりました。
 
＜測量計測事業＞

　当事業につきましては、測量機器及び計測システム等のレンタル・販売に関して、国土交通省が推進するi-

Construction対応工事の需要拡大等により、受注が好調に推移し、当事業の売上高は1,666,764千円（前年同期

比25.3％増）となりました。利益面は、「i-Construction」に対応するため、技術営業の人材確保及び人材育成

並びにエリア毎への設備投資等の体制構築などにより、販売費及び一般管理費が増加いたしましたが、売上高の

伸長により売上総利益が増加し、セグメント利益（営業利益）は260,486千円（前年同期比49.5％増）となりま

した。
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＜ハウス備品事業＞

　当事業につきましては、建設現場事務所用ユニットハウス及び什器備品等のレンタル・販売に関して、連結子

会社である株式会社レンタライズによる新規顧客の開拓等を積極的に展開した結果、受注を順調に確保すること

ができ、当事業の売上高は575,467千円（前年同期比7.8％増）となりました。利益面は、売上高の伸長により売

上総利益の増加に加え、販売費及び一般管理費の削減に努めた結果、セグメント利益（営業利益）は80,180千円

（前年同期比18.2％増）となりました。
 
＜その他＞

　その他につきましては、道路標示及び標識の工事等の売上高は286,823千円（前年同期比1.1％減）となりまし

た。セグメント利益（営業利益）は15,845千円（前年同期比38.0％減）となりました。

 

(単位：千円）

 

前第２四半期累計期間

（自　平成28年４月１日
　至　平成28年９月30日）

（個別）

当第２四半期連結累計期間

（自　平成29年４月１日
　至　平成29年９月30日）

（連結）

前年同期比

システム事業    

　売上高 1,323,197 1,555,689 17.6％

　セグメント利益 234,963 334,080 42.2％

    

測量計測事業    

　売上高 1,330,244 1,666,764 25.3％

　セグメント利益 174,192 260,486 49.5％

    

ハウス備品事業    

　売上高 533,839 575,467 7.8％

　セグメント利益 67,849 80,180 18.2％

    

その他    

　売上高 290,079 286,823 △1.1％

　セグメント利益 25,538 15,845 △38.0％
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(2）財政状態の分析

（資産）

　当第２四半期連結会計期間末における流動資産は5,522,560千円となりました。主な内訳は、現金及び預金

3,433,519千円、受取手形及び売掛金1,630,456千円であります。

　当第２四半期連結会計期間末における固定資産は3,582,886千円となりました。主な内訳は、リース資産

2,019,229千円であります。
 
（負債）

　当第２四半期連結会計期間末における負債は5,156,515千円となりました。主な内訳は、支払手形及び買掛金

1,320,017千円、長期借入金1,000,000千円、リース債務（固定）1,320,122千円であります。
 
（純資産）

　当第２四半期連結会計期間末における純資産は3,948,931千円となりました。主な内訳は、利益剰余金3,685,681

千円であります。
 
　以上の結果、自己資本比率は43.4％となりました。
 
（キャッシュ・フローの状況の分析）

　当第２四半期連結累計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は3,433,519千円となりまし

た。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動により獲得した資金は900,575千円となりました。これは主に、税金等調整前四半期純利益673,063千

円、資金支出を伴わない費用である減価償却費383,848千円による資金の獲得に対して、法人税等の支払218,293千

円が充当されたことによるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動により使用した資金は110,375千円となりました。これは主に、有形固定資産の取得による支出98,941

千円によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動により使用した資金は494,941千円となりました。これは、リース債務の返済355,453千円及び配当金の

支払139,487千円によるものであります。

 

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び連結子会社）の事業上及び財務上の対処すべき課

題に重要な変更及び新たに生じた課題はありません。

 

(4）研究開発活動

　該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 152,000,000

計 152,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成29年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成29年11月14日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 44,800,000 44,800,000
東京証券取引所

（市場第一部）

単元株式数は100株

であります。

計 44,800,000 44,800,000 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高
（千円）

平成29年８月１日

（注）
22,400,000 44,800,000 － 425,996 － 428,829

（注）　株式分割（１：２）によるものであります。
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（６）【大株主の状況】

  平成29年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合
（％）

有限会社横島　 長野県上田市材木町2-5-22 16,000,000 35.7

日本トラスティ・サービス信託銀行株式

会社（信託口）
東京都中央区晴海1-8-11 3,214,700 7.2

BNP PARIBAS SECURITIES SERVICES

LUXEMBOURG/

JASDEC/FIM/LUXEMBOURG

FUNDS/UCITS ASSETS

（常任代理人　香港上海銀行東京支店）

33 RUE DE GASPERICH, L-5826 HOWALD-

HESPERANGE, LUXEMBOURG

（中央区日本橋３丁目１１－１）

1,170,000 2.6

日本マスタートラスト信託銀行株式会社

（信託口）
東京都港区浜松町2-11-3 1,138,400 2.5

シーティーエス社員持株会 長野県上田市古里115 1,102,100 2.5

株式会社八十二銀行 長野県長野市大字中御所字岡田178-8 835,200 1.9

猪股和典 千葉県流山市 664,000 1.5

株式会社三井住友銀行 東京都千代田区丸の内1-1-2 640,000 1.4

宮沢俊行 長野県上田市 440,000 1.0

資産管理サービス信託銀行株式会社（証

券投資信託口）
東京都中央区晴海1-8-12 419,100 0.9

計 － 25,623,500 57.2

（注）　上記のほか当社所有の自己株式4,855,200株（10.8％）があります。
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（７）【議決権の状況】

 

①【発行済株式】

平成29年９月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

普通株式　4,855,200
－ －

完全議決権株式（その他） 普通株式 39,942,600 399,426 －

単元未満株式 普通株式　　　2,200 － －

発行済株式総数 44,800,000 － －

総株主の議決権 － 399,426 －

 

②【自己株式等】

平成29年９月30日現在
 

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
（株）

他人名義
所有株式数
（株）

所有株式数
の合計
（株）

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合（％）

（自己保有株式）

株式会社シーティーエス
長野県上田市古里115 4,855,200 － 4,855,200 10.8

計 － 4,855,200 － 4,855,200 10.8

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】
１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

　なお、第１四半期連結会計期間より四半期連結財務諸表を作成しているため、比較情報は記載しておりません。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成29年７月１日から平

成29年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成29年４月１日から平成29年９月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

 （単位：千円）

 
当第２四半期連結会計期間
(平成29年９月30日)

資産の部  

流動資産  

現金及び預金 3,433,519

受取手形及び売掛金 ※１ 1,630,456

たな卸資産 ※２ 209,047

その他 254,381

貸倒引当金 △4,844

流動資産合計 5,522,560

固定資産  

有形固定資産  

土地 936,207

リース資産（純額） 2,019,229

その他（純額） 353,602

有形固定資産合計 3,309,039

無形固定資産 70,511

投資その他の資産  

その他 204,635

貸倒引当金 △1,300

投資その他の資産合計 203,335

固定資産合計 3,582,886

資産合計 9,105,447

負債の部  

流動負債  

支払手形及び買掛金 ※１ 1,320,017

未払法人税等 211,097

その他 1,094,549

流動負債合計 2,625,665

固定負債  

長期借入金 1,000,000

リース債務 1,320,122

その他 210,728

固定負債合計 2,530,850

負債合計 5,156,515

純資産の部  

株主資本  

資本金 425,996

資本剰余金 428,829

利益剰余金 3,685,681

自己株式 △671,464

株主資本合計 3,869,042

その他の包括利益累計額  

その他有価証券評価差額金 79,889

その他の包括利益累計額合計 79,889

純資産合計 3,948,931

負債純資産合計 9,105,447
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

 （単位：千円）

 
 当第２四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年９月30日)

売上高 4,084,745

売上原価 2,373,158

売上総利益 1,711,586

販売費及び一般管理費 ※ 1,020,994

営業利益 690,592

営業外収益  

受取配当金 1,445

受取地代家賃 1,080

その他 5,912

営業外収益合計 8,437

営業外費用  

支払利息 25,965

営業外費用合計 25,965

経常利益 673,063

税金等調整前四半期純利益 673,063

法人税、住民税及び事業税 197,277

法人税等調整額 12,469

法人税等合計 209,747

四半期純利益 463,316

親会社株主に帰属する四半期純利益 463,316
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

 （単位：千円）

 
 当第２四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年９月30日)

四半期純利益 463,316

その他の包括利益  

その他有価証券評価差額金 9,854

その他の包括利益合計 9,854

四半期包括利益 473,171

（内訳）  

親会社株主に係る四半期包括利益 473,171

非支配株主に係る四半期包括利益 －
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

 （単位：千円）

 
 当第２四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー  

税金等調整前四半期純利益 673,063

減価償却費 383,848

貸倒引当金の増減額（△は減少） 3,039

受取利息及び受取配当金 △1,447

支払利息 25,965

売上債権の増減額（△は増加） △101,643

たな卸資産の増減額（△は増加） 5,301

仕入債務の増減額（△は減少） 267,531

その他 △112,271

小計 1,143,387

利息及び配当金の受取額 1,447

利息の支払額 △25,965

法人税等の支払額 △218,293

営業活動によるキャッシュ・フロー 900,575

投資活動によるキャッシュ・フロー  

有形固定資産の取得による支出 △98,941

無形固定資産の取得による支出 △10,717

その他 △717

投資活動によるキャッシュ・フロー △110,375

財務活動によるキャッシュ・フロー  

リース債務の返済による支出 △355,453

配当金の支払額 △139,487

財務活動によるキャッシュ・フロー △494,941

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 295,257

現金及び現金同等物の期首残高 3,138,261

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 3,433,519
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

　当社は、平成29年４月１日付で、当社100％出資子会社である株式会社レンタライズ及び株式会社ＣＴＳライン

テックへ当社のハウス備品事業及び環境保全事業の全部を吸収分割により承継したことに伴い、当該２社を連結

の範囲に含めております。

 

（追加情報）

（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項）

　当社は、第１四半期連結会計期間より四半期連結財務諸表を作成しております。なお、四半期連結財務諸表作

成のための基本となる重要な事項は以下のとおりであります。

 

１．連結の範囲に関する事項

連結子会社の数　　　２社

連結子会社の名称　　株式会社レンタライズ、株式会社ＣＴＳラインテック

　当該連結子会社２社は、平成29年４月１日付で、当社のハウス備品事業及び環境保全事業の全部を吸収

分割により承継したことに伴い、第１四半期連結会計期間より連結子会社となりました。

 

２．連結子会社の事業年度等に関する事項

連結子会社の四半期決算日は、四半期連結決算日と一致しております。

 

３．重要な会計方針

(1）有価証券の評価基準及び評価方法

その他有価証券

時価のあるもの

　決算期末日の市場価格等に基づく時価法（評価差額は、全部純資産直入法により処理し、売却原価

は、移動平均法により算定）

時価のないもの

　移動平均法による原価法

 

(2）たな卸資産の評価基準及び評価方法

通常の販売目的で保有するたな卸資産

評価基準は原価法（収益性の低下による簿価切下げの方法）

① 商品

　移動平均法

② 半成工事

　個別法

③ 原材料及び貯蔵品

　最終仕入原価法

 

(3）固定資産の減価償却の方法

① 有形固定資産（リース資産を除く）

　定率法を採用しております。ただし、平成10年４月１日以後に取得した建物（建物附属設備を除く）

及びレンタル資産、平成28年４月１日以後に取得した建物附属設備及び構築物については、定額法を採

用しております。

　なお、主な耐用年数は次のとおりであります。

　レンタル資産 ３～７年

　建物 ５～50年
 

② 無形固定資産（リース資産を除く）

　市場販売目的のソフトウエアについては、見込有効期間（３年以内）における販売見込数量を基準と

した償却額と残存有効期間に基づく均等配分額とを比較し、いずれか大きい額を償却しております。

　自社利用のソフトウエアについては、社内における利用可能期間（５年）に基づく定額法によってお

ります。
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③ リース資産

　所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産

　リース期間を耐用年数とした定額法を採用しており、残存価額については、リース契約上に残価保

証の取決めがあるものは当該残価保証額とし、それ以外のものは零としております。

 

(4）引当金の計上基準

貸倒引当金

　債権の貸倒による損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の

債権については個別に回収可能性を勘案し、回収不能見込額を計上しております。

 

(5）連結キャッシュ・フロー計算書における資金の範囲

　手許現金、要求払預金及び取得日から３ヵ月以内に満期日の到来する流動性の高い、容易に換金可能

であり、かつ、価値の変動について僅少なリスクしか負わない短期的な投資であります。

 

(6）その他連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項

消費税等の会計処理

　消費税及び地方消費税の会計処理は、税抜方式によっております。

 

 

（四半期連結貸借対照表関係）

※１　四半期連結会計期間末日満期手形

　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理をしておりま

す。なお、当四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期

手形が四半期連結会計期間末日残高に含まれております。

 

  
当第２四半期連結会計期間

（平成29年９月30日）

 受取手形 17,530千円

 支払手形 127,787千円

 

　　　　※２　たな卸資産の内訳は次のとおりであります。

 

 
当第２四半期連結会計期間
(平成29年９月30日)

商品 194,393千円

原材料及び貯蔵品 14,653千円

 

 

 

（四半期連結損益計算書関係）

　　　　※　　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 

 
当第２四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日　
 至　平成29年９月30日)

貸倒引当金繰入額 3,039千円

給料及び手当 480,586千円

 

 

 

EDINET提出書類

株式会社シーティーエス(E05267)

四半期報告書

17/22



（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は次のと

おりであります。

 

  
当第２四半期連結累計期間
（自 平成29年４月１日
至 平成29年９月30日）

 現金及び預金勘定 3,433,519千円

 
預入期間が３ヵ月を超える定期預

金
－

 現金及び現金同等物 3,433,519千円

 

（株主資本等関係）

当第２四半期連結累計期間（自　平成29年４月１日　至　平成29年９月30日）

 

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年６月23日

定時株主総会
普通株式 139,806

7.00

(3.50)
平成29年３月31日 平成29年６月26日 利益剰余金

（注）平成29年８月１日付けで普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。当該株式分割に伴う影響額

を加味して計算した場合の数値を（）内に記載しております。

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日後と

なるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年11月１日

取締役会
普通株式 159,779 4.00 平成29年９月30日 平成29年12月６日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

当第２四半期連結累計期間（自　平成29年４月１日　至　平成29年９月30日）
 
　　　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

       （単位：千円）

 報告セグメント
その他
（注）１

合計 調整額

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

 
システム
事業

測量計測
事業

ハウス備品
事業

計

売上高         

外部顧客への売上高 1,555,689 1,666,764 575,467 3,797,921 286,823 4,084,745 － 4,084,745

セグメント間の内部

売上高又は振替高
－ － － － － － － －

計 1,555,689 1,666,764 575,467 3,797,921 286,823 4,084,745 － 4,084,745

セグメント利益 334,080 260,486 80,180 674,746 15,845 690,592 － 690,592

（注）１．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、道路標示及び標識の工事並びに安

全用品の販売等を含んでおります。

　　　２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

（１株当たり情報）
 
　　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。
 

項目
当第２四半期連結累計期間
（自　平成29年４月１日
至　平成29年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額 11円60銭

（算定上の基礎）  

親会社株主に帰属する四半期純利益金額（千円） 463,316

普通株主に帰属しない金額（千円） －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利益

金額（千円）
463,316

普通株式の期中平均株式数（株） 39,944,800

（注）１．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．当社は、平成29年８月１日付けで普通株式１株につき普通株式２株の割合で株式分割を行っております。当

事業年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定して１株当たり四半期純利益金額を算定しております。
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２【その他】

平成29年11月１日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

(イ）配当金の総額………………………………………159,779千円

(ロ）１株当たりの金額…………………………………４円00銭

(ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日…………平成29年12月６日

（注） 平成29年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

 平成29年11月６日
 

株 式 会 社 シ　ー テ　ィ　ー エ　ス
 

 取 締 役 会 御 中 

 

 有限責任監査法人トーマツ 

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 矢　　野　　浩　　一　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 杉　　田　　昌　　則　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社シー

ティーエスの平成29年４月１日から平成30年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成29年７月１日

から平成29年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成29年４月１日から平成29年９月30日まで）に係る四半期

連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結

キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社シーティーエス及び連結子会社の平成29年９月30日現在の財

政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示して

いないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

　（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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